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						主とともに住む			栄光、ハレルヤ・歌																									誓いを果たす	アーメン・歌
あわれみたまえ														主とともに																					偽りを憎む																			恵みを行なう　　　　　　　　　見捨てない	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主がともにいる

強くあれ　　　　　　　　　　　　　　　　	御顔を慕う	　　　　　　　　　　　　　　主の家に住む	　　　　　　　　　　　　敵を恐れない
■主を愛しているかどうか：主の道に
歩むかどうかでわかる
私をためし、試み：Deu	8:2	あな
たの神、主がこの四十年の間、荒野で
あなたを導かれたそのすべての道を覚え
なければならない。それはあなたを苦し
めて、あなたを試み、あなたの心のうちを
知り、あなたがその命令を守るか、どうか
を知るためであった。（主を愛しているかど
うかを試された）

シェバの女王：1Kg	10:9	あなたの
神、主はほむべきかな。主はあなたを喜
び、あなたをイスラエルの位にのぼらせら
れました。主は永久にイスラエルを愛せら
れるゆえ、あなたを王として公道と正義とを
行わせられるのです」。

■さばいてください：ソ
ロモンの知恵あるさばき
1Kg	3:9	それゆえ、聞き
わける心をしもべに与えて、
あなたの民をさばかせ、わ
たしに善悪をわきまえることを
得させてください。だれ
が、あなたのこの大いなる
民をさばくことができましょ
う」。
2Ch	6:23	あなたは天か
ら聞いて、行い、あなたのし
もべらをさばき、悪人に報い
をなして、その行いの報いを
そのこうべに帰し、義人を義
として、その義にしたがってそ
の人に報いてください。

■誠実に歩む：ダビデの道
2Ch	7:17	あなたがもし父ダビデ
の歩んだようにわたしの前に歩み、わ
たしが命じたとおりにすべて行って、わ
たしの定めとおきてとを守るならば、

■モーセからヨシュアと民へのことば
Deu	31:3	あなたの神、主はみずからあなたに先立って渡り、あなた
の前から、これらの国々の民を滅ぼし去って、あなたにこれを獲させられる
であろう。また主がかつて言われたように、ヨシュアはあなたを率いて渡る
であろう。Deu	31:4	主がさきにアモリびとの王シホンとオグおよびそ
の地にされたように、彼らにもおこなって彼らを滅ぼされるであろう。
Deu	31:6	あなたがたは強く、かつ勇ましくなければならない。彼らを
恐れ、おののいてはならない。あなたの神、主があなたと共に行かれる
からである。主は決してあなたを見放さず、またあなたを見捨てられない
であろう」。

■ダビデからソロモンへのことば
1Ch	22:13	あなたがもし、主がイスラエルについてモーセに命じられ
た定めとおきてとを慎んで守るならば、あなたは栄えるであろう。心を強く
し、勇め。恐れてはならない、おののいてはならない。1Ch	28:20	

　

■主の御顔、顔を隠す
Deu	31:11	イスラエルのすべての人
があなたの神、主の前（主の御顔）に
出るため、主の選ばれる場所に来ると
き、あなたはイスラエルのすべての人の前
でこの律法を読んで聞かせなければな
らない。Deu	31:17	その日には、わた
しは彼らにむかって怒りを発し、彼らを捨
て、わたしの顔を彼らに隠すゆえに、彼ら
は滅ぼしつくされ、多くの災と悩みが彼
らに臨むであろう。そこでその日、彼らは言
うであろう、『これらの災がわれわれに臨
むのは、われわれの神がわれわれのうち
におられないからではないか』。Deu	
31:18	しかも彼らがほかの神々に帰し
て、もろもろの悪を行うゆえに、わたしはそ
の日には必ずわたしの顔を隠すであろう。

■主を恐れ、主の道を歩む
Deu	10:12	イスラエルよ、今、あなた
の神、主があなたに求められる事はなん
であるか。ただこれだけである。すなわち
あなたの神、主を恐れ、そのすべての道
に歩んで、

■ダビデの道を歩む
2Ch	7:17	あなたがもし父ダビデの歩
んだようにわたしの前に歩み、

■教会は新しい主の家である、家の
中の一致
1Co	16:13	目をさましていなさい。信
仰に立ちなさい。男らしく、強くあってほし
い。1Co	16:14	いっさいのことを、愛を
もって行いなさい。

■主の家を建てる　
1歴代誌17章
1Ch	17:1	さてダビ
デは自分の家に住むよ
うになったとき、預言者
ナタンに言った、「見よ、
わたしは香柏の家に住
んでいるが、主の契約
の箱は天幕のうちにあ
る」。

■主の名、恵みにより頼む：
Exd	34:6	主は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれ
みあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみと、まこととの豊かなる
神、	Exd	33:19	主の名をあなたの前にのべるであろう。わたし
は恵もうとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ」。

牧者のさばき	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊の願いの声を聞く
　民を祝福	　　　　わが力、盾	　　　　　　　　御手のさばき・報い　　　　　　　	わが岩主が王座に座す	　　　　　　　　　　	　　　　　　　　　　　栄光と力を主に帰せよ

民に力、民を祝福　　　　主の声（喜び）	　　　　　主の声（さばき）　1歴16,	詩篇96

叫ぶと助ける神　　　　　　　　　　御名をほめうたう　　　　　　御名をほめうたう　　　　　　　　叫ぶと助ける神
嘆きが踊りに（いつまでも）　　　　　　　	墓に下らせない	　　　　怒りはつかの間（いつまで）	　　　　墓からか引き上げる窮状を訴える、あわれみたまえ	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願いを聞く

恐れに囲まれ、いのちをねらう		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩なる主の御手に

願いを聞く　　　　　　　　　　　　　　　窮状を訴える、あわれみたまえ	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ほむべきかな主	　　　　　　　　　　　　　恥を見させるな、ラション・ハラア

■十字架上の最後のことば（ルカ福音書）
Lke	23:46	そのとき、イエスは声高く叫んで言
われた、「父よ、わたしの霊をみ手にゆだねま
す」。こう言ってついに息を引きとられた。

■ステパノの殉教
Act	6:12	その上、民衆や長老たちや
律法学者たちを煽動し、彼を襲って捕え
させ、議会にひっぱってこさせた。
Act	6:13	それから、偽りの証人たち
を立てて言わせた、「この人は、この聖所
と律法とに逆らう言葉を吐いて、どうして
も、やめようとはしません。
（Act	7:56	そこで、彼は「ああ、天
が開けて、人の子が神の右に立っておい
でになるのが見える」と言った。）
Act	7:59	こうして、彼らがステパノに
石を投げつけている間、ステパノは祈りつ
づけて言った、「主イエスよ、わたしの霊を
お受け下さい」。
（Act	7:60	そして、ひざまずいて、大
声で叫んだ、「主よ、どうぞ、この罪を彼
らに負わせないで下さい」。こう言って、彼
は眠りについた。）
（Act	8:1	サウロは、ステパノを殺す
ことに賛成していた。その日、エルサレム
の教会に対して大迫害が起り、使徒以
外の者はことごとく、ユダヤとサマリヤと
の地方に散らされて行った。）

■御力の箱（王座、十戒
の板、ケルビムの間から
声）
2Ch	6:19	わが神、主よ、
しもべの祈と願いを顧みて、し
もべがあなたの前にささげる
叫びと祈をお聞きください。
2Ch	6:20	どうぞ、あなたの
目を昼も夜もこの家に、すなわ
ち、あなたの名をそこに置くと言
われた所に向かってお開きくだ
さい。どうぞ、しもべがこの所
に向かってささげる祈をお聞き
ください。
2Ch	6:41	主なる神よ、今
あなたと、あなたの力の箱が
立って、あなたの安息所におは
いりください。

■栄光と力（次の詩篇）
Psa	29:11	主はその民に力
を与え、平安をもってその民を祝
福されるであろう。

■モーセの歌
Exd	15:2	主はわたしの力ま
た歌、わたしの救となられた、
彼こそわたしの神、わたしは彼
をたたえる、彼はわたしの父の
神、わたしは彼をあがめる。
Exd	15:13	あなたは、あが
なわれた民を恵みをもって導き、
み力をもって、あなたの聖なるす
まいに伴われた。

■栄光の雲が牧者のしるし
Exd	13:21	主は彼らの前に
行かれ、昼は雲の柱をもって彼
らを導き、夜は火の柱をもって彼
らを照し、昼も夜も彼らを進み
行かせられた。

■ダビデの感謝（契約の箱を幕屋に安置）
1Ch	16:28	もろもろの民のやからよ、主に帰せよ、
栄光と力とを主に帰せよ。1Ch	16:29	そのみ名に
ふさわしい栄光を主に帰せよ。供え物を携えて主のみ
前にきたれ。聖なる装いをして主を拝め。

■契約の箱は主の足台（王座の前にある箱）
「わたしは主の契約の箱のため、われわれの神の足
台のために安住の家を建てようとの志をもち、

■ラッパの音、ヨベル（雄羊の角）の年、自由の年
Exd	19:19	ラッパの音が、いよいよ高くなったとき、モーセは
語り、神は、かみなりをもって、彼に答えられた。
Lev	25:9	七月の十日にあなたはラッパの音を響き渡らせなけ
ればならない。すなわち、贖罪の日に
Lev	25:11	五十年目はあなたがたにはヨベルの年である。
Jsh	6:6	ヌンの子ヨシュアは祭司たちを召して言った、「あなたが
たは契約の箱をかき、七人の祭司たちは雄羊の角（ヨベル）のラ
ッパ（ショファー）七本を携えて、主の箱に先立たなければならな
い」。

■黙示録は主の声、軍勢の声
（声が44回）
Rev	1:10	ところが、わたしは、主の日に
御霊に感じた。そして、わたしのうしろの方
で、ラッパのような大きな声がするのを聞い
た。
Rev	8:2	それからわたしは、神のみまえに
立っている七人の御使を見た。そして、七つの
ラッパが彼らに与えられた。
Rev	10:3	ししがほえるように大声で叫ん
だ。彼が叫ぶと、七つの雷がおのおのその
声を発した。

■力と栄光を賛美
Rev	5:11	さらに見ていると、御座と生き
物と長老たちとのまわりに、多くの御使たち
の声が上がるのを聞いた。その数は万の幾万
倍、千の幾千倍もあって、Rev	5:12	大声
で叫んでいた、「ほふられた小羊こそは、力
と、富と、知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、
さんびとを受けるにふさわしい」。
Rev	5:13	またわたしは、天と地、地の下
と海の中にあるすべての造られたもの、そし
て、それらの中にあるすべてのものの言う声を聞
いた、「御座にいますかたと小羊とに、さん
びと、ほまれと、栄光と、権力とが、世々限り
なくあるように」。Rev	5:14	四つの生き物
はアァメンと唱え、長老たちはひれ伏して礼
拝した。

■さばきは速やかに来る（一瞬で大逆転）
Deu	32:35	彼らの足がすべるとき、わたしはあだを
返し、報いをするであろう。彼らの災の日は近く、彼らの
破滅は、すみやかに来るであろう。
Hab	2:3	この幻はなお定められたときを待ち、終り
をさして急いでいる。それは偽りではない。もしおそけ
れば待っておれ。それは必ず臨む。滞りはしない。
Hbr	10:37	「もうしばらくすれば、きたるべきかた
がお見えになる。遅くなることはない。
Rev	22:20	これらのことをあかしするかたが仰せに
なる、「しかり、わたしはすぐに来る」。

■罪と死から自由にするのがヨベルの年
Lke	4:16	それからお育ちになったナザレに行き、安息日に
いつものように会堂にはいり、聖書を朗読しようとして立たれ
た。Lke	4:17	すると預言者イザヤの書が手渡されたの
で、その書を開いて、こう書いてある所を出された、Lke	
4:18	「主の御霊がわたしに宿っている。貧しい人々に福音を
宣べ伝えさせるために、わたしを聖別してくださったからである。
主はわたしをつかわして、囚人が解放され、盲人の目が開か
れることを告げ知らせ、打ちひしがれている者に自由を得させ、
Lke	4:19	主のめぐみの年を告げ知らせるのである」。
Rom	8:2	なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の
法則は、罪と死との法則からあなたを解放したからである。
Rom	8:21	かつ、被造物自身にも、滅びのなわめから解
放されて、神の子たちの栄光の自由に入る望みが残されてい
るからである。

■最後の敵である死
1Co	15:24	それから終末となって、その時に、キリストはす
べての君たち、すべての権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父
なる神に渡されるのである。
1Co	15:25	なぜなら、キリストはあらゆる敵をその足もとに
置く時までは、支配を続けることになっているからである。
1Co	15:26	最後の敵として滅ぼされるのが、死である。
Rev	20:14	それから、死も黄泉も火の池に投げ込まれた。
この火の池が第二の死である。

■ハンナの歌
1Sm	2:10	主と争うものは粉々に砕かれるであろう、主は彼らにむか
って天から雷をとどろかし、地のはてまでもさばき、王に力を与え、油そそ
がれた者の力を強くされるであろう」。

■新しい歌（詩篇96篇で引用される）
Psa	96:1	新しい歌を主にむかってうたえ。
Rev	5:9	彼らは新しい歌を歌って言った、

■全世界に行け！（強くあれ、雄々しくあれ）
Mtt	28:18	イエスは彼らに近づいてきて言われ
た、「わたしは、天においても地においても、いっさい
の権威を授けられた。Mtt	28:19	それゆえに、
あなたがたは行って、すべての国民を弟子として、父と
子と聖霊との名によって、彼らにバプテスマを施し、
Mtt	28:20	あなたがたに命じておいたいっさい
のことを守るように教えよ。見よ、わたしは世の終りま
で、いつもあなたがたと共にいるのである」。

■十字架上の最後のことば
（ヨハネ福音書）
Jhn	19:30「完了した」と言われ、
Psa	22:31	告げる義を、後に生れる民
に、なぜなら彼はなされた
Gen	2:2	神は第七日にその作業を終え
られた。すなわち、そのすべての作業を終っ
て第七日に休まれた。Gen	2:3	神はそ
の第七日を祝福して、これを聖別された。
神がこの日に、そのすべての創造のわざを
終って休まれたからである。
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